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渡
辺
多
満
の
生
涯

　
　
　
　
　
　

学
習
の
森
文
化
財
係

　

渡
辺
多
満
（
わ
た
な
べ
・
た
ま
）
の
名
前
を
聞
い
て

す
ぐ
に
ど
の
よ
う
な
人
物
か
答
え
ら
れ
る
人
は
本
市

に
は
、
少
な
い
と
思
い
ま
す
。多
満
は
、
安
政
５
年（
１

８
５
８
）
松
井
田
町
松
井
田
の
商
家
大
河
原
家
に
父
太

右
衛
門
、
母
い
わ（
安
中
の
中
村
家
よ
り
嫁
ぐ
）の
次
女

と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。大
河
原
家
は
、
塩
物
問
屋
を

営
ん
で
お
り
、
商
売
の
関
係
で
江
戸
の
豪
商
明
石
家

（
渡
辺
家
）
と
交
流
が
あ
り
太
右
衛
門
の
兄
新
次
郎
は

明
石
家
の
当
主
に
見
込
ま
れ
て
入
り
婿
と
な
り
、
八
代

目
渡
辺
治
右
衛
門
を
名
乗
り
ま
し
た
。明
治
５
年
15
才

の
と
き
多
満
は
こ
の
伯
父
に
請
わ
れ
て
い
っ
た
ん
東

京
の
渡
辺
家
（
明
石
家
）
の
養
女
と
な
り
ま
す
が
翌
年

従
兄
に
あ
た
る
渡
辺
福
三
郎
（
昭
和
の
金
融
恐
慌
の
引

き
金
と
な
っ
た
渡
辺
銀
行
を
経
営
し
た
東
京
の
渡
辺

家
か
ら
分
家
し
た
横
浜
の
渡
辺
家
を
継
ぐ
）
と
結
婚
し

ま
し
た
。横
浜
の
代
表
的
実
業
家
で
あ
る
夫
を
支
え
る

一
方
で
慈
善
事
業
に
力
を
注
ぎ
、
横
浜
婦
人
慈
善
病
院

に
伝
染
病
患
者
収
容
所
を
寄
贈
し
た
の
を
は
じ
め
、
閉

園
移
転
を
迫
ら
れ
た
孤
児
院
（
暁
星
学
園
横
浜
分
園
）

が
再
出
発
す
る
際
に
助
力
、
の
ち
院
長
に
就
任
。明
治

41
年
、日
本
初
の
女
子
夜
学
校
、横
浜
女
子
商
業
補
習

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

平成 20 年度「文化財愛護ポスター」
優秀作品（敬称略）

稲塚崇人
（松井田東中１年）

学
校
（
現
在
の
横
浜
山
手
女
子
学
園
）
の
設
立
に
関
わ

り
、
数
年
後
廃
校
の
危
機
に
際
し
て
設
立
者
代
表
に
就

任
す
る
な
ど
明
治
期
に
お
け
る
横
浜
の
社
会
事
業
の

基
礎
を
築
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
な
つ
か
し
い
故
郷
松
井
田
の
社
寺
に
は
様
々

な
寄
進
を
し
ま
し
た
。昭
和
33
年
横
浜
開
港
百
周
年
の

記
念
式
典
で
開
港
功
労
者
と
し
て
顕
彰
さ
れ
た
故
人

31
人
中
唯
一
の
女
性
で
も
あ
り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に

多
く
の
業
績
を
残
し
た
多
満
で
し
た
が
、
な
ぜ
人
々
に

知
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
、

多
満
は
売
名
を
嫌
い
陰
徳
（
隠
れ
て
善
行
を
行
う
こ

と
）
を
心
が
け
て
い
た
た
め
で
し
た
。こ
の
度
多
満
の

陰
徳
の
精
神
に
共
感
し
た
横
浜
市
の
鈴
木
隆
氏
が
20

年
以
上
も
の
歳
月
を
か
け
丹
念
に
資
料
を
収
集
し
伝

記
「
渡
辺
多
満
の
生
涯
」
を
出
版
さ
れ
そ
の
業
績
が
明

ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

多満と夫福三郎
（鈴木隆著「渡辺多満の生涯」より転載）

Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．

生
涯
学
習
施
設　

竹
細
工
教
室

ふ
る
さ
と
学
習
館　

春
季
・
夏
季
企
画
展

「
碓
氷
川
流
域
の
古
墳
文
化
」

　
「
学
習
の
森
」
生
涯
学
習
施
設
で
は
、
竹
細
工
教
室
を
開
催
し

ま
す
の
で
、奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
４
月
19
・
26
日
、
５
月
10
・
17
・
31
日　

各
回
と
も
日

曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

場
所
▼「
学
習
の
森
」生
涯
学
習
施
設　

創
作
工
房（
４
）

講
師
▼
磯
貝　

晴
之　

先
生
（
竹
の

会
代
表
）

定
員
▼
12
名

※

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
し
、

当
選
者
の
み
に
通
知

内
容
▼
写
真
の
よ
う
な
竹
細
工
の

作
成

（
蛇
籠
形
花
籠
・
亀
の
子
し
ょ
う
ぎ
）

参
加
費
▼
無
料

※

材
料
費
は
自
己
負
担 

申
込
み
・
問
合
せ
▼
４
月
12
日（
日
）

ま
で
に
、
電
話
ま
た
は「
学
習
の
森
」

ふ
る
さ
と
学
習
館
受
付
へ
直
接
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
間
▼
４
月
29
日
（
祝
）
〜
８
月
30

日（
日
）

観
覧
料
▼
一
般
１
０
０
円
・
団
体

（
20
人
以
上
）
80
円
・
高
校
生
以
下

無
料　

※

常
設
展
示
も
一
緒
に
観
覧
で
き

ま
す

講
演
会
▼
５
月
・
６
月
に
各
１
回

開
催

※

詳
細
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す


